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 要  旨 
 ボールは古くから遊具として，老若男女を問わず親しまれてきた．その用途も，投げる，転が
す，打つ等多岐に渡り，ボールを用いたスポーツやアトラクションも数多く存在する．また，こ
れらのインタラクションのみに留まらず，近年ではボールの内部に電子機器を搭載したり，物体
認識技術を用いてプレイフィールドにおけるボールの位置情報を取得したりする事で，従来のボ
ールやプレイフィールドでは不可能であった新たなインタラクションを実現させようという動き
も活発になってきている． 
 ボールを用いた代表的なインタラクションとしては，野球やサッカー等の球技が挙げられる．
使用されるボールの形状や質量は球技の種類によってそれぞれ異なるが，これらの球技のエンタ
テインメント性を拡張している共通の要素の一つとして，ボールの軌道を変化させる変化球の存
在が挙げられる． 
 ボールの軌道変化は球技に戦略性を付加し，エンタテインメント性を向上させる．しかし，ボ
ールの軌道をプレーヤの任意の方向に変化させる為には長期間の特別な訓練が必要である為，現
状では訓練を行った限られたプレーヤでないとボールの軌道を任意の方向に変化させる事が出来
ない．また，変化球の多くがボールに特殊な回転を加える事で軌道を変化させるものである為，
特殊な回転を加える事が困難な重量，サイズのボールを使用する球技ではボールの軌道を変化さ
せる事が極めて困難である．加えて，ボールの軌道変化はプレーヤがボールに特殊な回転を加え
る事によって実現され，プレーヤの身体からボールが離れた段階で軌道変化の方向・強さは決定
される．その為，ボールがプレーヤの身体を離れた後にボールの軌道変化の方向・強さをプレー
ヤの望むタイミングで動的に変化させる事は出来ない． 
 
 そこで，本研究では，投げられてプレーヤの身体を離れたボールの軌道を動的に変化させる事
が可能なボール型デバイスの開発を行った．具体的には，ボール内部に圧縮ガスが充填されたタ
ンクを搭載し，ボールが投げられて空中にある時にタンク内から圧縮ガスを噴射する事によって，
圧縮ガスの噴射で生じた推進力を利用してボールの動的な軌道変化を行う，というものである．
本研究では特に，ボール内部のタンクから圧縮ガスの噴射を行うシステムの実装及び評価を行っ
た． 
 
 
